
                                    

熊大ワクワク研究室訪問（漱石・寅彦プロジェクト）実施要領 
 
１．目的 
  高い学習意欲を持つ高校生が、興味・関心を持つ学問分野への理解を一層深めるととも

に、創造性や才能を伸ばすことができるように、本学の研究室を訪問またはオンラインで

接続（以下、「研究室訪問」という。）し、高度な教育・研究に触れる機会を提供する。 
 
２．趣旨 
(1) 高校生が、興味のある研究を行っている研究室訪問をし、本学教員の研究内容について

説明を聞いて、知的刺激を受ける。 
(2) 高校生が授業、部活及び探究活動で行っている研究について、テーマと関係がある研究

室訪問をし、本学の教員に指導・助言を求める。 
 
３．実施方法 
１）高校生は、別紙申込用紙に希望する学部名（分野）、教員名（わからなければ空欄）、 
研究室訪問の目的、方法、希望する時期等を記載し、所属高校を通じて熊本大学高大連携

推進室（以下「高大連携推進室」という。）に申し込む。 
２）高大連携推進室は、高校生が希望する研究室（教員）について、各学部の高大連携推進

委員会委員等を通じて探し、該当する研究室に受諾の可否を照会する。 
３）研究室が高校生の研究室訪問を受諾する場合、高大連携推進室は高校に回答するととも

に、訪問時期の調整を行う。 
４）研究室訪問は、基本的に１～３名、月１回、１時間程度とする。高校生が２回目以降の

訪問を希望し、教員が受諾する場合、その時期や回数等は教員の判断するところとする。

受諾の可否について、教員は高大連携推進室に連絡する。なお、高校生は、２回目以降も

その都度、別紙申込書を高大連携推進室に提出する。 
５）高校生に研究室での実験を許可する場合は、実験を開始する前に高校生に保険に加入

してもらうので、教員は高大連携推進室に連絡する。実験の費用については、教員と高

校との話し合いによって決める。 

６）高校生は、研究室訪問後毎回２週間以内にレポートを高大連携推進室に提出する。 
７）高校生を積極的に受け入れたい研究室においては、ＵＲＬ等で研究の内容を公開し、高

大連携推進室に連絡する。 
 
 


